
外tさ んい駐ル とヽまっあぐ市[kに 島 けます。′

７
月
夕
日
（
士
）
雫
後
、
鴛

三
ヰ
尋
。
受
場
産
業
権
輿
セ
ン

タ
ー
で
ゞ
気
ふ
ら
准
針
よ
い
和

歌
山
お
な
つ
＜
る
公
伊
お
具
選

挙
萎
管
会
ｔ
叩
さ
ま
し
た
。

つ
＜
Б
会
ぼ
来
呑
受
め
ざ
内

正
家
虔
地
評
議
長
伊
Ｊ
エ
ギ
）

ん
は
ヽ
民
の
な
場
て
構
無
な
導

つ
て
行
飢
計
３
人
。
申
結
政
潅

①
暴
こ
み
端
に
ノ
ー
と
一季
ん
ヲ

中
棄
市
長
８
誕
争
さ
せ
柱
丼
よ

い
や
歌
出
来
ｔ

つ
く
３
う
」
と

開
会
本
ρ
き
つ
。

魯

ひ
め
な
な
・、
今
警
凍
性

ｐ興
に
耐
ら
水
鮭
（
長
重
挙
官
伝

当
智
①
修
砕
綸
ご
②
資
賀
管
し

恐
し
、
お
民
の
零
蒙
智
山
ハ
よ

う
に
鴫
っ
て
しサ
３
の
は
な
が
か

…
臼
と
の
間
４
、
歴
省
ホ
Ｅ
の

改
勢
ｆ
常
に
つ
い
又
報
告
。

新
蠣
人
が
手
ど
も
医
療
詈
無

料
化
の
拡
大
さ
，
民
い
か
回
櫻

料
の
引
き
下
げ
ｔ
ｒ
世
区
労
ド

攀
で
す算
全
警
（と
と
の
講
ん

が
あ
り
ま
し
た
。
ａ
本
姜
を
党

の
中
村
お
さ
と
お
識
驚
通緩
神

伊
求
お
な
朝
し
よ
し
た
。

め
秦
た
り
し
き
た
は
、
”
年

開
［、
自
鼈
と
曇
票
き
な
Б
た
あ

に
壬
動
し
て
き
た
ヒ
述
べ
‐
学

〔
ツ
ー

誅
特
ル
①

卜
1ウ ~爆

1ヾ
1

ぎ

本
的
に

，
了
ん
け

譜
輝
緯
鯖
織
緯

ｆ

縫

個
時

い
各
一
―
・π
・．

α
餞

一
障
害
者
の
お
母
さ
ん
と
②

．．
　

「
蔭
ξ
ρ
の
あ
る
ξ
ｃ
ゝ
の
お

一
か
げ
ギ
。
こ
ん
は
世
界
が
あ

ヽ
る
な
ん
マ
和
３
こ
と
な

り
。

一
作
業
所
に
入
り
‐
襲

同̈
士
の

一

っ
な
プ
リ
が
で
き

、
助
け
助

一・
け
ら
れ
た

。
４老
七
／塾
ま
た
と

一
生

き
ら
本
た

。
そ
し
て
装
産

党
ｔ
如

っ
た

。
ｔ
し
障
害

ビ

一．
，

Ｐ
わ
ら
行
の
で
遇

ｒ
し
て

一
た

うヽ
、
晴
害

は
た
て
惣

ら
ん
、

一
自

分
に
閣

嬌
な

い
あ
と
打
七

一
考

ぇ

へ
ん
人
笙

生
キ
モ

た
と

一
Ｓ

つヽ
」
入
野

に
冷
し
て
一
え

¨
ち
感
鷲
ｔ
お

母
ヤ
）ん
は

つ
引

一
や

い
た

。
幸
直

な
気
持
ち
む

一一
５
う

。
暗
馨
予
」
マ
イ
ナ
ス
に

和
綾
Ｌ
本
ｔ
つ
く
Б
た
め
全
カ

で
が
人
ば
り
た
い
、
ご
一
緒
に

中
゛
Ｃ
く
ら
し
に
い
が
す
市
疎

さこ
っ
く
り
手
いし
ま
ｐヽ
ど
無
、̈た
。

一■４■一■一【一一一二■，ｒ■ｒ一　　̈
一一一̈　　一■一　　一け〓・　一一

せ
ず
自
分
ｔ
前
向
き
ぼ
女
た

、．

た
らの調
雪

同
昂
士
像
甲
掬

一

店
会
諄
員
は
Ｆ
菫
朴
禄
一一ご
一

ば
な
っ
た
な
，
胸
に
じ
‐
ん
・一

と
く
ら
」
静
か
ね
難
部
を
ｔ

一

、ち
っ
た
こ
ユ３
っ
た
。
障
害
二４
一

問
題
ｔ
菱
じ
て
社
会
矛
盾
を

一

′自
営
し
入
党
に
至
う
人
生
に

一

は
新
た
な
白
夕
発
見
プ
待
つ　
．一

て
い
３
。
な
ぜ
な
ら
そ
３
に
中

は
さ
」
に
ニ
ケ
鷲
わ
３
う
ヒ

一

す
３
丘
分
が
ム
３
か
ら
だ
。　
一

れ
会
ｔ
女
えヽ
３
た
め
に
白

一

ら
が
要
わ
ら
。
身
じ
し‐
て，
は
一

爆
中
か
，
Ａ
４
さ
ん
の
変
あ
黎

り
ぶ
り
に
合
わ
せ
て
自
分
ｔ

が一

”
夕
に
彙
わ
ろ
Ｐ
閣
わ
れ
う
。一

713/_。
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嗣
圏
陶
躙
墾
信
で
購
入．η
互
Ｉ
重
甲

市

の
心
〓
妻
ち
よ
一）
し
象
わ

ら

ぷ
一鷹
婦
大
型
挟
曰
作
業
所

・

申
金
靴
梨
邊
縫
域

の
処
分
に
つ

い
て
」
と
い
う
報
告
が
苺
ν
ま

し
た
。協
力
企
業
の
撫
理
で
操

業
体
上
と
な
っ
て
し、
３
イ
タ
ツ

ア
」撃
の
２
お
で
２
構
３
／
５
５

万
円
＾
機
料
に
つ
い
て
，
繊
ム

す
３
た

‐十
で
Ｐ
ｏ
ｏ
万
円
つ
”

３
も
の
風
篠
モ
Ｘ
Ｉ
カ
ー
伊
縁

本
脅
印
込
み
で
買
い
敢
ヽ
て
く

／
３
（
一と
に
ち

「
た
ど
の
琴
管

で
す
。
管
曰
取
り
椰
繹
は
２
台

で
ナ
ン
ト
”

，
６
千
円
／
ぜ
授

昔

４
ｏ
Ｏ
万
〔
ｔ
護
澪
奪
ち

ヒ

け
〕
入ヽ
上
購
入
価
船
０
／
千
冷

の
／
と
は
…
ロ

こ
の
大
型
実
風
僣
桑
賄
は
′

鷲
労
対
策
ｔ
目
的
に
、
録
常
コ

ン
ワ
ワ
ー
ト
避

ソ
５
話
蔓

、
廷

床

雲

帽
／
７
３
■

に
、
熱
壺

乗

費

曜
縮
９
７
ο
ο
夢
円
↑
つ
ち

濡
品
錢

か
賃
６
僣
６
千
万
円
）

て
、
野
年
３
日

に
党
戒
し
た
も

の
で
す
。
め警
人
書
かの
〓
ンヽぜ

ル
の
下
、′リ
ー
』
年
は
雇
塩
圏

‐ｏ
人
、
ド
ー
ト
５
人
で
辱
閣
亮

上
５
く
６
千
万
円
。
彼
２
初
年

は
栄
｛径
嗣
Ю
人
の
み
で
（妬
年
よ

で
年
間
４
千
万
円
の
本
Ｉ
が
あ

っ
た
と
０
こ
と
。勧
年
２
∩
に

協
力
企
業

，
ｗ
一
／ヽぜ
ル
が
縁

邊
した
た
め
繰
業
体
上
と
な
り

掛
だ
に
至
った
と
の

」と
で
％

書
ぢ
人
と
し
た
ん
の
見

，建
）

８
暮
な
Ｒ
い
計
画
に
釣
犠
９
「

用
８
伊
け
た
市
ε
薦
署
膚の
ム

Ｎ胎
び
の
〔
乗
ム
ノ
つ
で
す
。

入
曖
嵐
者
４
重
い
出
し
′‘

厚
等
刀
働
客
噴

入
啓
ん

着

か
支

払
う
／
令

ふ
た
り
の

自

Ｃ
衡

担
襲

，
）
２
６
０
円
か

ら

４
６
０
Ｒ
超

に
も

一
気

に

引
き

上
げ
ら
堂
ゼ

ワ
日
の
た

会

堡

瞥
う

海
会
の
響

〓
に

、

一い
し
キ
Ｆ
と
に
。

入
晴
時
史
算
貫
な
ど
に
対

し

て
は
η
年
偏

Ｌ
摩
葬
碍
喰
か
ら

約
４
６
０
０
朦

円
伊
論
村
さ
よ

て
し＞
ま
す
ｏ
Ｅ
指
採
鮫
①
曰
薄

負
担
な
義
ら
す
た
い
に
、
工春
膠

ｏ
駒
覇
こ
群
せ

ス
、
大
幅
鶴
担

増

に
よ
３
′／
篤
逃
理

い
出
し

，

ｔ

強
引
に
押
し
避
林
Б
め
伊
な

ら
い
て
す
。

一
繊
癒
誅
尖
醤
賀

ぬ
―
食

６
＋
ο
口
で
、

点
発

は

〈９
を
貫
て
し
て
２
６
０
円
貸

題

し
、
奪
ヴ
ほ

公
的
医
や

縁

除

か
ら
総
付
さ
に
ま
す
。
柱

屏
濠
キ
課
減

の
場
合

２
ｒ
Ｏ

円

に
軽
城
き

ネ
、
ハ
院
炒
％

日
ｔ
さ
え

３
と

／
ζ

ο
ρ

に

下
か
リ
キ
廿
ノっ

λ
駐
鯰
食
は
Ｅ
や
の
一
環

で
な
り
、
３
担
堰
９
浩
追

い
〓
レ
勝
鰺
愚
、
盤
陛
財
隊

ｔ
藩
に
さ
せ
ち
セ
け
で
■
σ

訂 鳥Q区常
０
晏

採
た

選暑
事務騨 牛

K

土木
"

|

替
絡
免
許
鋭
Ｉ
種

瞥E飾 |

繭一
|

…
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l

田
和
歌
山
主
書
要
ｏ任
期
ｇ
晋
冒

【
綺
勲
山
吾
嬢
Ｊ
撃
印
謝
麟

】

Ъ
午
４
月
′
β
採
用
予
定

【
和
融
麒
市
螢
鷺
墨
百
燎
輌
む
瞭
】
缶
峰
４
ｎ
メ
憾
年
３
月

存
蛹
付
鍛
員
技
縫
弾
務
職
ヽ
様
書
鹸
彎
業
承
美
　
６
人

☆
寧

付
朝

間

　

一掛

分

８

日

７
日

（
本

）

８

日

（
Ｃ

）
９
熟

い
ち

郵
送
９
日
８
日
（
金
）
消
印
有
効

☆
弊
／
幸
試
球
Ｂ
　
ｑ
Ｒ
劉
ａ

（
園
）

☆
雰
′
歌
謝
殿
会
う
　
和
勲
山
市
在

爾
脚
中
考
栽

☆
や
験
営
バ
０
醸
布
、
か
問
い
よ
わ
せ

わ
務
醸
ホ
奏
争
モ
曇
会
事
務
ぶ
０
９
３
‥
４
３
５
１
′
３
ク
／

和
馳
戯
お
特
性
面
和
蝕
３
勝
　
（
☆
印
は
満
彗
儀
嘘
薔
ミ
）

世
直
Ｌ
Ｆ
フ
ン
テ
イ
豊
石
飛
中
″

争
し
て
し，
た
な
く
た、，
け
て
静
く

て
，
苺
せ
‘
豆
季
′事
蒜
″
足

軌辞い・栗
金
ま
で
瀕
爾
”
し
て
い

ま
す
。
（）の
や
リ
ニウ
を
続
け
ふ

〓
ど
が
国
民
ｔ
裏
り
う
危
”
歳

隆
ビ
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
丼

ち
十
ン
トｔ
訂
か
手
√
っ
て
―
〕

ビ
一フ
折
り
、
ビ
・フ
配

，

電

調
伊
け
、
ハ
デ
キ
の
あ

て
つ
書

き

、
鮨
揺
会

ニ
ュ
ヽ
ス

の
磐
逹
、

菅
一伝
カ
ー
の
３
転
な
つ
、
甲
不

榛
庭
党
の
話
動
の
シ

く
は
、
や

給
の
な
一フ
ン
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て

欧
り
／組
ま
歿
ま
す
。
無
鰺
で
”

。鞠 や燿ム負は疲̀
撃
"´

G

tttζ

'お

い奉り謀す。


